
 

 

釧路工業高等専門学校研究設備・機器共用規則 

（令和８年３月２５日 釧高専達第２１号） 

 

（趣旨）  

第１条 この規則は、「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」（令和４年３月大学等にお

ける研究設備・機器の共用化のためのガイドライン等の策定に関する検討会策定）及び独立行政法

人国立高等専門学校機構における研究設備・機器の共用方針（令和７年５月８日理事長裁定）に則

り、釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）が保有する研究設備・機器の共用について必

要な事項を定めるものとする。  

（目的）  

第２条 研究設備・機器の共用を推進することにより、限られた予算を効率的に使用し、学内外での

利用を促進することにより研究力向上に資するとともに、教職員の人材育成にも貢献することを目

的とする。 

（体制）  

第３条 研究設備・機器の共用を推進するため、統括部局として釧路工業高等専門学校地域共同テク

ノセンター（以下「センター」という。）をもって充てる。 

（業務）  

第４条 統括部局としてのセンターは、次に掲げる業務を行う。 

一 研究設備・機器の整備・運用計画の策定に関すること 

二 研究設備・機器の利用者の交流と共同研究等の促進に関すること 

三 研究設備・機器の学内外に対する共用化促進及び管理・運営体制に関すること 

四 研究設備・機器を支える人材の技能向上・継承に関すること 

五 その他、目的を達成するために必要な事項 

（共用の対象とする研究設備・機器）  

第５条 共用の対象とする研究設備・機器は、一般的に購入が難しい高額な研究設備・機器を対象と

するなど、多くの者に共用出来るような研究設備・機器を対象とする。また、主な使用者が退職す

る等により、使用されなくなった研究設備・機器の利活用に努めることとする。なお、本校の教

育・研究活動に支障をきたさないよう運用することとする。 

（使用資格）  

第６条 研究設備・機器の使用について申請できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。  

一 教育研究機関の研究者及び技術者  

二 企業の研究者及び技術者  

三 その他校長が特に認めた者  

（研究設備・機器使用の手続き及び許可） 

第７条 研究設備・機器の使用許可を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、使用する日

の前日から起算して２０日前までに、様式１の申請書を釧路工業高等専門学校長（以下「校長」と

いう。）に提出し、許可を得なければならない。  

２ 校長は、前項の申請を許可したときは、様式２の許可証により申請者に通知するものとする。  

３ 校長は、前項の許可をする場合において、次に掲げる管理上必要な条件を付することができる。  

一 校長の指示に従うこと  

二 火気取締り及び保安管理に留意すること  

三 使用を終了したとき、又は使用の許可を取消されたときは，校長の指示に従って，速やかに整

理整頓し、使用開始時の状況に原状回復を行うこと  

四 その他校長が必要と認めること  



 

 

４ 校長は、使用目的が次の各号のいずれかに該当する場合は、不許可にすることができる。  

一 核兵器や通常兵器の開発等の軍事目的のために用いられ、又は用いられるおそれがあるとき  

二 校長が本校の理念に反している目的と判断したとき  

（使用時間）  

第８条 研究設備・機器の使用時間は、土日祝日及び本校の休業日を除く午前８時３０分から午後５

時００分までとする。ただし、本校の教職員又は学生の教育研究での使用を優先し、使用時間を調

整する。  

２ 前項の規定にかかわらず、校長が適当と認めたときは、使用させることができる。  

（目的外使用の禁止）  

第９条 第７条第２項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、許可された目的外の使用、 

又はその許可に係る権利の第三者への譲渡をしてはならない。  

（使用許可の変更及び取消し）  

第１０条 使用者は、使用日時の変更又は取消しをする場合は、使用開始日の前日（土日祝日及び本 

校の休業日を除く）までに申し出て、校長の許可を得なければならない。  

２ 校長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第７条第１項の規定による許可を取消すことが

できるものとする。  

一 第７条第４項各号に違反し、又はそのおそれがあるとき 

二 第９条に違反し、又はそのおそれがあるとき  

三 その他管理運営上において、支障があると認めたとき  

（使用料等） 

第１１条 使用料については、別表に定める金額とする。なお、別表に記載のない研究設備・機器の

使用料については、使用申請の都度決定する。 

２ 前項の規定によるもののほか、研究設備・機器の使用に際して必要となる費用等（以下「必要 

経費」という。）は、別に徴収するものとする。  

３  使用者は、前２項に定める使用料及び必要経費（以下「使用料等」という。）を本校が指定する

期日までに納付しなければならない。   

４ 既納の使用料等は、本校の責に帰すべき事由がある場合を除き、還付しない。  

５ その他、学生の教育研究に関連するもの、又は校長が特に必要と認めたときは、使用料等の全部

又は一部を免除することができる。  

（免責）  

第１２条 研究設備・機器の使用により使用者に生じた損害について、本校は一切の責任を負わない 

ものとする。  

 （損害賠償）  

第１３条 使用者は、故意又は過失により使用した研究設備・機器その他本校の施設を損傷したとき

は、その損害を賠償しなければならない。  

 （実績報告）  

第１４条 センターは、研究設備・機器の運用実績を四半期ごとに、校長へ報告する。 

（事務） 

第１５条 研究設備・機器共用に係る事務は、総務課において処理する。 

（雑則） 

第１６条 この規則に定めるもののほか、研究設備・機器の共用に関し必要な事項は、別に定める。  

  

附 則（令和８年３月２５日釧高専達第２１号） 

この規則は、令和８年３月２５日から施行する。 



 

 

別表（第１１条関係） 

研究設備・機器及び使用料 

番号 研究設備・機器 
使用料／日 

（消費税抜） 
備 考 

1 疲労耐久試験機サーボパルサー 400 円 島津製作所 

2 デスクトップ X線回折装置 5,060 円 リガク 

3 誘導加熱式高周波真空溶解炉 400 円 富士電波工業 

4 電気化学測定システム 400 円 北斗電工 

5 凍結融解試験装置 400 円 田尻機械工業 

6 
太陽光発電と商用電源の高度系統連系 

実験システム 
500 円 エヌエフ回路設計ブロック 

7 ハンドルコントローラー 400 円 Thrustmaster 

8 脳波センサ（非医療用） 400 円 OpenBCI 

 

 

※算出方法（釧路工業高等専門学校物品貸付料算定基準（平成３０年３月２９日事務部長裁定）によ

る）の都合上、使用料が変動する場合があります。 

※事前講習が必要な場合があります。 

※使用料の他に別途必要経費（技術指導料・消耗品等）が発生する場合があります。なお、技術指導料

は 1時間５，４００円です。 

 

 

 

 

 



様式１（第７条関係） 

釧路工業高等専門学校研究設備・機器使用申請書 

（元号）  年   月   日 

釧路工業高等専門学校長 殿  

  

  釧路工業高等専門学校の研究設備・機器の使用について以下のとおり申請します。    

使用にあたっては、釧路工業高等専門学校研究設備・機器共用規則を遵守します。  

申請者  

住 所 ・ 所 在 地   

機 関 等 名 称   

使 用 責 任 者   

連 絡 先   

そ の 他 使 用 者 

氏 名 

  

  

研究設備・機器名  使 用 目 的  使 用 日 時  

    （元号）  年  月  日～ 

（元号）  年  月  日  

時  分 ～  時  分  

    （元号）  年  月  日～ 

（元号）  年  月  日  

時  分 ～  時  分 

注）太線枠内を記入してください。  

原則として昼休み時間をまたぐ場合は、その時間も含みます。使用時間等については、ご希望に添えない場合もあります

ので、予めご了承ください。本校の教職員又は学生の教育研究を優先するため、使用時間を調整します。  

使用目的の図面や計画書等の参考資料があれば併せて添付してください。  

  

次の事項について、ご確認の上、同意いただける場合は、□にレをご記入願います。  

□ 使用期間中に生じた研究設備・機器等の損害については、使用者においてこれを負担することに同意 

する。  

□ 使用期間中における使用者の損害（事故による負傷・疾病等）については、学校側は責任を負わないこ 

とに同意する。  

□ 次の事項に該当したときは、研究設備・機器の使用許可を取消し又は使用を制限することに同意する。  

  ・研究設備・機器の使用目的以外の使用や、その許可に係る権利を第三者に譲渡した場合  

  ・校長の指示に従わなかった場合  

  ・その他管理運営上、支障があると認められたとき  

※同意いただけない場合、研究設備・機器の使用を許可できないことがあります。  

申請書の受付窓口：総務課〇〇係（℡：0154-57-〇〇〇〇）  



様式２（第７条関係） 

研究設備・機器使用許可証 

  

（元号）  年  月  日  

  

             様  

  

釧路工業高等専門学校長  印  

  

  

 年  月  日付けで申請のありました研究設備・機器の使用について許可します。  

  

記 

 

使用機器名 ： 

使用目的  ： 

使用日時  ： （元号）  年  月  日  ～（元号）  年  月  日 

         時  分         時  分 

使用料   ：   

 

 

ご使用に当たって 

  

１．使用料は、別紙請求書のとおり、所定の期日までに、本校が指定する所定の口座に振込んでくださ

い。  

指定期日までに振込みがないときは、研究設備・機器の使用許可を取消しする場合があります。  

２．研究設備・機器担当者の指示に従い、マニュアル等を遵守し安全の確保に努めてください。  

３．研究設備・機器を使用する際に必要な物品を持ち込む場合は、予め研究設備・機器担当者の確認を 

取ってください。  

持ち込んだ物品の残品は、必ずお持ち帰りください。  

４．事故等の発生及び研究設備・機器を破壊等した場合は、速やかに研究設備・機器担当者へご連絡願 

います。  


